
(57)【要約】

【課題】少なくとも２相の交流電流を簡単な構成で低コ

ストで検出することが可能な電流検出回路を提供する。

【解決手段】この電流検出ＩＣ４は、制御回路３８から

の参照クロック信号ＣＬＫＲに同期して内部クロック信

号ＣＬＫを出力する発振器１０と、内部クロック信号Ｃ

ＬＫに同期して動作し、Ｕ相およびＶ相のシャント抵抗

素子２，３の端子間電圧に応じたデューティ比のＰＷＭ

信号φＵ，φＶを出力する２組のＡ／Ｄコンバータ１１

，１２、レベルシフト回路１３，１４、デジタルデータ

復調器１５，１６およびＤ／Ａコンバータ１７，１８と

を備える。したがって、１つの電流検出ＩＣ４で２相の

交流電流を検出することができる。

【選択図】　　　　図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
３ 相 交 流 電 流 を 供 給 す る ３ 本 の 電 源 線 の う ち の 少 な く と も ２ 本 の 電 源 線 に そ れ ぞ れ 介 挿 さ
れ た 少 な く と も ２ つ の 抵 抗 素 子 に 接 続 さ れ る 電 流 検 出 回 路 で あ っ て 、
外 部 か ら 与 え ら れ る 参 照 ク ロ ッ ク 信 号 に 同 期 し て 予 め 定 め ら れ た 周 波 数 の 内 部 ク ロ ッ ク 信
号 を 出 力 す る 内 部 ク ロ ッ ク 発 生 回 路 、 お よ び
そ れ ぞ れ 前 記 少 な く と も ２ つ の 抵 抗 素 子 に 対 応 し て 設 け ら れ 、 各 々 が 、 前 記 内 部 ク ロ ッ ク
信 号 に 同 期 し て 動 作 し 、 対 応 の 抵 抗 素 子 の 端 子 間 電 圧 に 応 じ た デ ュ ー テ ィ 比 の 信 号 を 出 力
す る 少 な く と も ２ つ の 信 号 発 生 回 路 を 備 え る 、 電 流 検 出 回 路 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 電 流 検 出 回 路 は 、 １ つ の 半 導 体 基 板 上 に 形 成 さ れ て い る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 電 流 検 出
回 路 。
【 請 求 項 ３ 】
請 求 項 １ ま た は 請 求 項 ２ の 電 流 検 出 回 路 、 お よ び
前 記 電 流 検 出 回 路 の 少 な く と も ２ つ の 出 力 信 号 に 基 づ い て ３ 相 モ ー タ を 制 御 す る 制 御 回 路
を 備 え る 、 モ ー タ 駆 動 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 制 御 回 路 は 、 前 記 参 照 ク ロ ッ ク 信 号 を 生 成 し て 前 記 内 部 ク ロ ッ ク 発 生 回 路 に 与 え る 、
請 求 項 ３ に 記 載 の モ ー タ 駆 動 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
こ の 発 明 は 電 流 検 出 回 路 お よ び そ れ を 用 い た モ ー タ 駆 動 装 置 に 関 し 、 特 に 、 ３ 相 交 流 電 流
を 供 給 す る ３ 本 の 電 源 線 の う ち の 少 な く と も ２ 本 の 電 源 線 に そ れ ぞ れ 介 挿 さ れ た 少 な く と
も ２ つ の 抵 抗 素 子 に 接 続 さ れ る 電 流 検 出 回 路 、 お よ び そ れ を 用 い た モ ー タ 駆 動 装 置 に 関 す
る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
従 来 よ り 、 イ ン バ ー タ と モ ー タ の 間 の パ ワ ー 線 に 介 挿 さ れ た シ ャ ン ト 抵 抗 素 子 の 端 子 間 電
圧 を 、 Ｐ Ｗ Ｍ 信 号 の デ ュ ー テ ィ 比 に 変 換 し て 出 力 す る 電 流 検 出 Ｉ Ｃ が 開 発 さ れ て い る （ た
と え ば 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 特 許 文 献 １ 】
特 開 平 １ １ － ２ ８ ９ ７ ７ １ 号 公 報
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
し か し 、 従 来 の 電 流 検 出 Ｉ Ｃ で は １ 相 分 の 電 流 し か 検 出 す る こ と が で き な か っ た の で 、 ３
相 モ ー タ の ベ ク ト ル 制 御 を 行 な う 場 合 は Ｕ 相 お よ び Ｖ 相 用 の ２ つ の Ｉ Ｃ が 必 要 に な り 、 装
置 構 成 が 複 雑 に な り 、 コ ス ト 高 に な る と い う 問 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
ま た 、 各 Ｉ Ｃ は 内 蔵 発 振 器 の 出 力 ク ロ ッ ク 信 号 に 同 期 し て 動 作 す る の で 、 ２ つ の Ｉ Ｃ の Ｐ
Ｗ Ｍ 信 号 は 非 同 期 状 態 で 出 力 さ れ る 。 非 同 期 状 態 の ２ つ の Ｐ Ｗ Ｍ 信 号 を イ ン バ ー タ 内 の マ
イ コ ン で 処 理 す る 場 合 、 ２ つ の Ｐ Ｗ Ｍ 信 号 の 各 々 に 対 し て 計 測 用 ク ロ ッ ク 信 号 お よ び カ ウ
ン タ 情 報 を 格 納 す る レ ジ ス タ が 必 要 と な る の で 、 高 機 能 の マ イ コ ン が 必 要 と な り 、 コ ス ト
高 に な る 。 ま た 、 ３ 相 モ ー タ の ベ ク ト ル 制 御 を 行 な う 場 合 は 電 流 検 出 以 外 の 用 途 で も ク ロ
ッ ク 信 号 を 用 い る の で 、 ク ロ ッ ク 信 号 数 が 増 加 す る と い う 問 題 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
そ れ ゆ え に 、 こ の 発 明 の 主 た る 目 的 は 、 少 な く と も ２ 相 の 交 流 電 流 を 簡 単 な 構 成 で 低 コ ス
ト で 検 出 す る こ と が 可 能 な 電 流 検 出 回 路 お よ び そ れ を 用 い た モ ー タ 駆 動 装 置 を 提 供 す る こ
と で あ る 。
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【 ０ ０ ０ ７ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
こ の 発 明 に 係 る 電 流 検 出 回 路 は 、 ３ 相 交 流 電 流 を 供 給 す る ３ 本 の 電 源 線 の う ち の 少 な く と
も ２ 本 の 電 源 線 に そ れ ぞ れ 介 挿 さ れ た 少 な く と も ２ つ の 抵 抗 素 子 に 接 続 さ れ る 電 流 検 出 回
路 で あ っ て 、 外 部 か ら 与 え ら れ る 参 照 ク ロ ッ ク 信 号 に 同 期 し て 予 め 定 め ら れ た 周 波 数 の 内
部 ク ロ ッ ク 信 号 を 出 力 す る 内 部 ク ロ ッ ク 発 生 回 路 と 、 そ れ ぞ れ 少 な く と も ２ つ の 抵 抗 素 子
に 対 応 し て 設 け ら れ 、 各 々 が 、 内 部 ク ロ ッ ク 信 号 に 同 期 し て 動 作 し 、 対 応 の 抵 抗 素 子 の 端
子 間 電 圧 に 応 じ た デ ュ ー テ ィ 比 の 信 号 を 出 力 す る 少 な く と も ２ つ の 信 号 発 生 回 路 と を 備 え
た も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
ま た 、 こ の 発 明 に 係 る モ ー タ 駆 動 装 置 は 、 上 記 電 流 検 出 回 路 と 、 電 流 検 出 回 路 の 少 な く と
も ２ つ の 出 力 信 号 に 基 づ い て ３ 相 モ ー タ を 制 御 す る 制 御 回 路 と を 備 え た も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
図 １ は 、 こ の 発 明 の 一 実 施 の 形 態 に よ る ３ 相 モ ー タ １ の 駆 動 装 置 の 構 成 を 示 す 回 路 ブ ロ ッ
ク 図 で あ る 。 図 １ に お い て 、 こ の 駆 動 装 置 は 、 シ ャ ン ト 抵 抗 素 子 ２ ， ３ 、 電 流 検 出 Ｉ Ｃ ４
、 お よ び イ ン バ ー タ ５ を 備 え る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
モ ー タ １ の Ｕ 相 の パ ワ ー 線 Ｌ １ お よ び Ｖ 相 の パ ワ ー 線 Ｌ ２ は 、 そ れ ぞ れ シ ャ ン ト 抵 抗 素 子
２ ， ３ を 介 し て イ ン バ ー タ ５ に 接 続 さ れ る 。 モ ー タ １ の Ｗ 相 の パ ワ ー 線 Ｌ ３ は 、 イ ン バ ー
タ ５ に 直 接 接 続 さ れ る 。 パ ワ ー 線 Ｌ １ ， Ｌ ２ を 流 れ る 電 流 は 、 シ ャ ン ト 抵 抗 素 子 ２ ， ３ に
よ っ て 電 圧 に 変 換 さ れ 、 電 流 検 出 Ｉ Ｃ ４ に 与 え ら れ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
電 流 検 出 Ｉ Ｃ ４ は 、 イ ン バ ー タ ５ か ら 与 え ら れ る 参 照 ク ロ ッ ク 信 号 Ｃ Ｌ Ｋ Ｒ に 同 期 し て 動
作 し 、 シ ャ ン ト 抵 抗 素 子 ２ の 端 子 間 電 圧 に 比 例 し た デ ュ ー テ ィ 比 を 有 す る Ｐ Ｗ Ｍ 信 号 φ Ｕ
と 、 シ ャ ン ト 抵 抗 素 子 ３ の 端 子 間 電 圧 に 比 例 し た デ ュ ー テ ィ 比 を 有 す る Ｐ Ｗ Ｍ 信 号 φ Ｖ と
を 生 成 す る 。 Ｐ Ｗ Ｍ 信 号 φ Ｕ と φ Ｖ は 、 参 照 ク ロ ッ ク 信 号 Ｃ Ｌ Ｋ Ｒ に 同 期 し て い る 。 Ｐ Ｗ
Ｍ 信 号 φ Ｕ ， φ Ｖ は 、 イ ン バ ー タ ５ に 与 え ら れ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
イ ン バ ー タ ５ は 、 外 部 制 御 信 号 Ｃ Ｎ Ｔ に よ っ て 指 示 さ れ た ト ル ク 、 回 転 数 で モ ー タ １ を 駆
動 さ せ る た め に 必 要 な 目 標 ３ 相 交 流 電 流 を 求 め る と と も に 、 電 流 検 出 Ｉ Ｃ ４ か ら の Ｐ Ｗ Ｍ
信 号 φ Ｕ ， φ Ｖ に 基 づ い て パ ワ ー 線 Ｌ １ ～ Ｌ ３ の 電 流 を 検 出 し 、 検 出 し た ３ 相 交 流 電 流 が
目 標 ３ 相 交 流 電 流 に 一 致 す る よ う に パ ワ ー 線 Ｌ １ ～ Ｌ ３ の 電 流 を 制 御 す る 。 ま た 、 イ ン バ
ー タ ５ は 、 所 定 周 波 数 の 参 照 ク ロ ッ ク 信 号 Ｃ Ｌ Ｋ Ｒ を 生 成 し て 電 流 検 出 Ｉ Ｃ ４ に 与 え る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
図 ２ は 、 電 流 検 出 Ｉ Ｃ ４ の 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。 図 ２ に お い て 、 電 流 検 出 Ｉ Ｃ ４
は 、 １ 枚 の 半 導 体 基 板 上 に 形 成 さ れ た 入 力 端 子 Ｔ １ ～ Ｔ ４ 、 ク ロ ッ ク 入 力 端 子 Ｔ ５ 、 出 力
端 子 Ｔ ６ ， Ｔ ７ 、 発 振 器 １ ０ 、 Ａ ／ Ｄ コ ン バ ー タ １ １ ， １ ２ 、 レ ベ ル シ フ ト 回 路 １ ３ ， １
４ 、 デ ジ タ ル デ ー タ 復 調 器 １ ５ ， １ ６ お よ び Ｄ ／ Ａ コ ン バ ー タ １ ７ ， １ ８ を 含 む 。
【 ０ ０ １ ４ 】
入 力 端 子 Ｔ １ ， Ｔ ２ は 、 そ れ ぞ れ シ ャ ン ト 抵 抗 素 子 ２ の 一 方 端 子 お よ び 他 方 端 子 に 接 続 さ
れ る 。 入 力 端 子 Ｔ ３ ， Ｔ ４ は 、 そ れ ぞ れ シ ャ ン ト 抵 抗 素 子 ３ の 一 方 端 子 お よ び 他 方 端 子 に
接 続 さ れ る 。 ク ロ ッ ク 入 力 端 子 Ｔ ５ は 、 イ ン バ ー タ ５ か ら 出 力 さ れ た 参 照 ク ロ ッ ク 信 号 Ｃ
Ｌ Ｋ Ｒ を 受 け る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
発 振 器 １ ０ は 、 イ ン バ ー タ ５ か ら ク ロ ッ ク 入 力 端 子 Ｔ ５ を 介 し て 与 え ら れ た 参 照 ク ロ ッ ク
信 号 Ｃ Ｌ Ｋ Ｒ に 同 期 し て 所 定 周 波 数 の 内 部 ク ロ ッ ク 信 号 Ｃ Ｌ Ｋ を 生 成 し 、 生 成 し た 内 部 ク
ロ ッ ク 信 号 Ｃ Ｌ Ｋ を Ａ ／ Ｄ コ ン バ ー タ １ １ ， １ ２ に 与 え る 。 Ａ ／ Ｄ コ ン バ ー タ １ １ は 、 内
部 ク ロ ッ ク 信 号 Ｃ Ｌ Ｋ に 同 期 し て 動 作 し 、 入 力 端 子 Ｔ １ ， Ｔ ２ 間 電 圧 に 応 じ た デ ュ ー テ ィ
比 の Ｐ Ｗ Ｍ 信 号 を 生 成 し 、 そ の Ｐ Ｗ Ｍ 信 号 を パ ル ス 信 号 列 に 変 換 す る 。 Ａ ／ Ｄ コ ン バ ー タ
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１ ２ は 、 内 部 ク ロ ッ ク 信 号 Ｃ Ｌ Ｋ に 同 期 し て 動 作 し 、 入 力 端 子 Ｔ ３ ， Ｔ ４ 間 電 圧 に 応 じ た
デ ュ ー テ ィ 比 の Ｐ Ｗ Ｍ 信 号 を 生 成 し 、 そ の Ｐ Ｗ Ｍ 信 号 を パ ル ス 信 号 列 に 変 換 す る 。 Ａ ／ Ｄ
コ ン バ ー タ １ １ ， １ ２ の 出 力 信 号 は 、 高 い コ モ ン モ ー ド 電 位 を 基 準 電 位 と す る 信 号 で あ る
。
【 ０ ０ １ ６ 】
レ ベ ル シ フ ト 回 路 １ ３ ， １ ４ は 、 そ れ ぞ れ Ａ ／ Ｄ コ ン バ ー タ １ １ ， １ ２ の 出 力 信 号 を コ モ
ン モ ー ド 電 位 分 だ け レ ベ ル シ フ ト さ せ る 。 レ ベ ル シ フ ト 回 路 の 出 力 信 号 は 、 接 地 電 位 Ｇ Ｎ
Ｄ を 基 準 電 位 と す る 信 号 に な る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
デ ジ タ ル デ ー タ 復 調 器 １ ５ ， １ ６ は 、 そ れ ぞ れ レ ベ ル シ フ ト 回 路 １ ３ ， １ ４ の 出 力 パ ル ス
信 号 列 を 復 調 し て Ｐ Ｗ Ｍ デ ジ タ ル 信 号 を 生 成 す る 。 Ｄ ／ Ａ コ ン バ ー タ １ ７ ， １ ８ は 、 そ れ
ぞ れ 、 デ ジ タ ル デ ー タ 復 調 器 １ ５ ， １ ６ の 出 力 Ｐ Ｗ Ｍ デ ジ タ ル 信 号 を Ｐ Ｗ Ｍ ア ナ ロ グ 信 号
φ Ｕ ， φ Ｖ に 変 換 し て 出 力 端 子 Ｔ ６ ， Ｔ ７ に 出 力 す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
図 ３ は 、 イ ン バ ー タ ５ の 構 成 を 示 す 回 路 ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。 図 ３ に お い て 、 イ ン バ ー タ ５
は 、 パ ワ ー ト ラ ン ジ ス タ ２ １ ～ ２ ６ 、 ダ イ オ ー ド ３ １ ～ ３ ６ 、 ド ラ イ バ ３ ７ 、 お よ び 制 御
回 路 ３ ８ を 含 む 。
【 ０ ０ １ ９ 】
パ ワ ー ト ラ ン ジ ス タ ２ １ ～ ２ ３ は 直 流 電 源 電 位 Ｖ Ｄ Ｄ の ラ イ ン と パ ワ ー 線 Ｌ １ ～ Ｌ ３ の 間
に そ れ ぞ れ 接 続 さ れ 、 パ ワ ー ト ラ ン ジ ス タ ２ ４ ～ ２ ６ は パ ワ ー 線 Ｌ １ ～ Ｌ ３ と 接 地 電 位 Ｇ
Ｎ Ｄ の ラ イ ン と の 間 に そ れ ぞ れ 接 続 さ れ る 。 パ ワ ー ト ラ ン ジ ス タ ２ １ ～ ２ ６ の 各 々 は 、 パ
ワ ー Ｍ Ｏ Ｓ ト ラ ン ジ ス タ ま た は Ｉ Ｇ Ｂ Ｔ （ 絶 縁 ゲ ー ト 型 バ イ ポ ー ラ ト ラ ン ジ ス タ ） で 構 成
さ れ る 。 ダ イ オ ー ド ３ １ ～ ３ ３ は パ ワ ー 線 Ｌ １ ～ Ｌ ３ と 直 流 電 源 電 位 Ｖ Ｄ Ｄ の ラ イ ン と の
間 に そ れ ぞ れ 接 続 さ れ 、 ダ イ オ ー ド ３ ４ ～ ３ ６ は 接 地 電 位 Ｇ Ｎ Ｄ の ラ イ ン と パ ワ ー 線 Ｌ １
～ Ｌ ３ と の 間 に そ れ ぞ れ 接 続 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
制 御 回 路 ３ ８ は 、 外 部 制 御 信 号 Ｃ Ｎ Ｔ に よ っ て 指 示 さ れ た ト ル ク 、 回 転 数 で モ ー タ １ を 駆
動 さ れ る た め に 必 要 な 目 標 ３ 相 交 流 電 流 を 求 め る 。 ま た 、 制 御 回 路 ３ ８ は 、 電 流 検 出 Ｉ Ｃ
４ か ら の Ｐ Ｗ Ｍ 信 号 φ Ｕ ， φ Ｖ の デ ュ ー テ ィ 比 を 検 出 し 、 検 出 し た 信 号 φ Ｕ ， φ Ｖ の デ ュ
ー テ ィ 比 か ら シ ャ ン ト 抵 抗 素 子 ２ ， ３ の 端 子 間 電 圧 を 求 め 、 シ ャ ン ト 抵 抗 素 子 ２ ， ３ の 端
子 間 電 圧 と シ ャ ン ト 抵 抗 素 子 ２ ， ３ の 抵 抗 値 と に 基 づ い て 、 パ ワ ー 線 Ｌ １ ～ Ｌ ３ に 流 れ て
い る ３ 相 交 流 電 流 を 検 出 す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
そ し て 制 御 回 路 ３ ８ は 、 目 標 ３ 相 交 流 電 流 と 検 出 し た ３ 相 交 流 電 流 の 差 が な く な る よ う に
内 部 制 御 信 号 を 生 成 し 、 ド ラ イ バ ３ ７ に 与 え る 。 ド ラ イ バ ３ ７ は 、 内 部 制 御 信 号 に 従 っ て
パ ワ ー ト ラ ン ジ ス タ ２ １ ～ ２ ６ の ゲ ー ト 電 位 を 制 御 し 、 パ ワ ー 線 Ｌ １ ～ Ｌ ３ を 介 し て モ ー
タ １ に ３ 相 交 流 電 流 を 供 給 す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
制 御 回 路 ３ ８ は 、 マ イ コ ン ま た は Ｄ Ｓ Ｐ で 構 成 さ れ る 。 Ｐ Ｗ Ｍ 信 号 φ Ｕ ， φ Ｖ の デ ュ ー テ
ィ 比 は 、 マ イ コ ン ま た は Ｄ Ｓ Ｐ の Ｃ Ｐ Ｕ の イ ン プ ッ ト キ ャ プ チ ャ 機 能 を 使 用 し て 求 め ら れ
る 。 イ ン プ ッ ト キ ャ プ チ ャ 機 能 は 、 外 部 入 力 端 子 で あ る キ ャ プ チ ャ 入 力 端 子 の レ ベ ル が 変
化 し た と き に フ リ ー ラ ン カ ウ ン タ の カ ウ ン ト 値 を レ ジ ス タ に 保 存 す る 機 能 で あ る 。 フ リ ー
ラ ン カ ウ ン タ は 、 参 照 ク ロ ッ ク 信 号 Ｃ Ｌ Ｋ Ｒ の パ ル ス 数 を カ ウ ン ト す る 。 レ ジ ス タ に 保 存
さ れ た カ ウ ン ト 値 か ら Ｐ Ｗ Ｍ 信 号 φ Ｕ ， φ Ｖ の パ ル ス 幅 を 求 め 、 パ ル ス 幅 か ら デ ュ ー テ ィ
比 を 求 め る 。 Ｐ Ｗ Ｍ 信 号 φ Ｕ ， φ Ｖ 用 の ２ つ の キ ャ プ チ ャ 入 力 端 子 が 必 要 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
Ｐ Ｗ Ｍ 信 号 φ Ｕ ， φ Ｖ の 周 期 は 電 流 検 出 Ｉ Ｃ ４ の 発 振 器 １ ０ で 生 成 さ れ る 内 部 ク ロ ッ ク 信
号 Ｃ Ｌ Ｋ の 周 期 に よ っ て 決 ま り 、 内 部 ク ロ ッ ク 信 号 Ｃ Ｌ Ｋ は 参 照 ク ロ ッ ク 信 号 Ｃ Ｌ Ｋ Ｒ に
同 期 し て い る 。 内 部 ク ロ ッ ク 信 号 Ｃ Ｌ Ｋ の 周 期 は 発 振 器 １ ５ の 性 能 や 温 度 に よ っ て 変 動 す
る 可 能 性 が あ る 。 し た が っ て 、 Ｐ Ｗ Ｍ 信 号 φ Ｕ ， φ Ｖ の パ ル ス 幅 だ け で な く 周 期 も 検 出 し
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て デ ュ ー テ ィ 比 を 求 め る こ と が 望 ま し い 。 こ の 場 合 は 、 ４ つ の キ ャ プ チ ャ 入 力 端 子 お よ び
４ つ の レ ジ ス タ を 備 え た マ イ コ ン ま た は Ｄ Ｓ Ｐ が 必 要 と な る が 、 こ の よ う な マ イ コ ン ま た
は Ｄ Ｓ Ｐ は 低 価 格 で 入 手 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
こ の 実 施 の 形 態 で は 、 １ つ の 電 流 検 出 Ｉ Ｃ ４ で ２ 相 の 電 流 を 検 出 で き る の で 、 ２ つ の 電 流
検 出 Ｉ Ｃ で ２ 相 の 電 流 を 検 出 し て い た 従 来 に 比 べ て 、 装 置 の 低 価 格 化 お よ び 装 置 構 成 の 簡
単 化 を 図 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
ま た 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 ２ つ の Ｐ Ｗ Ｍ 信 号 φ Ｕ ， φ Ｖ が 参 照 ク ロ ッ ク 信 号 Ｃ Ｌ Ｋ Ｒ に 同
期 し て い る の で 、 １ つ の 参 照 ク ロ ッ ク 信 号 Ｃ Ｌ Ｋ Ｒ を 用 い て ２ つ の Ｐ Ｗ Ｍ 信 号 φ Ｕ ， φ Ｖ
の パ ル ス 幅 を 検 出 す る こ と が で き る と と も に 、 電 流 検 出 Ｉ Ｃ ４ 側 と 制 御 回 路 ３ ８ 側 の ク ロ
ッ ク 信 号 の 位 相 ず れ に と も な う 検 出 電 流 の 誤 差 を な く す こ と が で き る 。 し た が っ て 、 高 機
能 の マ イ コ ン ま た は Ｄ Ｓ Ｐ を 使 用 す る 必 要 が な い の で 、 装 置 の 低 価 格 化 を 図 る こ と が で き
る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
な お 、 ２ つ の 電 流 検 出 Ｉ Ｃ を 用 い て い た 従 来 技 術 で は 、 図 ５ に 示 す よ う に 、 ２ つ の Ｐ Ｗ Ｍ
信 号 φ Ｕ ， φ Ｖ が 同 期 し て い な い の で 、 ２ つ の Ｐ Ｗ Ｍ 信 号 φ Ｕ ， φ Ｖ の パ ル ス 幅 を 検 出 す
る 場 合 は 、 ２ つ の 参 照 ク ロ ッ ク 信 号 Ｃ Ｌ Ｋ Ｒ １ ， Ｃ Ｌ Ｋ Ｒ ２ と 、 ２ 組 以 上 の フ リ ー ラ ン カ
ウ ン タ お よ び レ ジ ス タ を 用 い る 必 要 が あ る 。 し た が っ て 、 高 機 能 の マ イ コ ン ま た は Ｄ Ｓ Ｐ
を 用 い る 必 要 が あ り 、 装 置 が 高 価 格 に な る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
な お 、 こ の 実 施 の 形 態 で は 、 Ａ ／ Ｄ コ ン バ ー タ １ １ ， １ ２ に １ つ の ク ロ ッ ク 信 号 Ｃ Ｌ Ｋ を
与 え た が 、 後 段 の デ ジ タ ル デ ー タ 復 調 器 １ ５ ， １ ６ お よ び ／ ま た は Ｄ ／ Ａ コ ン バ ー タ １ ７
， １ ８ に １ つ の ク ロ ッ ク 信 号 Ｃ Ｌ Ｋ を 与 え る こ と に よ り 、 ２ つ の Ｐ Ｗ Ｍ 信 号 φ Ｕ と φ Ｖ を
同 期 さ せ て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
ま た 、 こ の 実 施 の 形 態 で は 、 １ つ の 発 振 器 １ ０ と 、 ２ 組 の Ａ ／ Ｄ コ ン バ ー タ １ １ ， １ ２ 、
レ ベ ル シ フ ト 回 路 １ ３ ， １ ４ 、 デ ジ タ ル デ ー タ 復 調 器 １ ５ ， １ ６ お よ び Ｄ ／ Ａ コ ン バ ー タ
１ ７ ， １ ８ を 設 け て ２ 相 電 流 を 検 出 し た が 、 １ つ の 発 振 器 １ ０ と 、 ３ 組 の Ａ ／ Ｄ コ ン バ ー
タ 、 レ ベ ル シ フ ト 回 路 、 デ ジ タ ル デ ー タ 復 調 器 お よ び Ｄ ／ Ａ コ ン バ ー タ を 設 け て ３ 相 電 流
を 検 出 し て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
今 回 開 示 さ れ た 実 施 の 形 態 は す べ て の 点 で 例 示 で あ っ て 制 限 的 な も の で は な い と 考 え ら れ
る べ き で あ る 。 本 発 明 の 範 囲 は 上 記 し た 説 明 で は な く て 特 許 請 求 の 範 囲 に よ っ て 示 さ れ 、
特 許 請 求 の 範 囲 と 均 等 の 意 味 お よ び 範 囲 内 で の す べ て の 変 更 が 含 ま れ る こ と が 意 図 さ れ る
。
【 ０ ０ ３ ０ 】
【 発 明 の 効 果 】
以 上 の よ う に 、 こ の 発 明 に 係 る 電 流 検 出 回 路 は 、 ３ 相 交 流 電 流 を 供 給 す る ３ 本 の 電 源 線 の
う ち の 少 な く と も ２ 本 の 電 源 線 に そ れ ぞ れ 介 挿 さ れ た 少 な く と も ２ つ の 抵 抗 素 子 に 接 続 さ
れ る も の で あ る 。 こ の 電 流 検 出 回 路 で は 、 外 部 か ら 与 え ら れ る 参 照 ク ロ ッ ク 信 号 に 同 期 し
て 予 め 定 め ら れ た 周 波 数 の 内 部 ク ロ ッ ク 信 号 を 出 力 す る 内 部 ク ロ ッ ク 発 生 回 路 と 、 そ れ ぞ
れ 少 な く と も ２ つ の 抵 抗 素 子 に 対 応 し て 設 け ら れ 、 各 々 が 、 内 部 ク ロ ッ ク 信 号 に 同 期 し て
動 作 し 、 対 応 の 抵 抗 素 子 の 端 子 間 電 圧 に 応 じ た デ ュ ー テ ィ 比 の 信 号 を 出 力 す る 少 な く と も
２ つ の 信 号 発 生 回 路 と が 設 け ら れ る 。 し た が っ て 、 １ つ の 電 流 検 出 回 路 で 少 な く と も ２ 相
の 交 流 電 流 を 検 出 す る こ と が で き る の で 、 少 な く と も ２ つ の 電 流 検 出 回 路 が 必 要 で あ っ た
従 来 に 比 べ 、 装 置 の 低 コ ス ト 化 、 装 置 構 成 の 簡 単 化 を 図 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
ま た 、 こ の 発 明 に 係 る モ ー タ 駆 動 装 置 は 、 上 記 電 流 検 出 回 路 と 、 電 流 検 出 回 路 の 少 な く と
も ２ つ の 出 力 信 号 に 基 づ い て ３ 相 モ ー タ を 制 御 す る 制 御 回 路 と が 設 け ら れ る 。 し た が っ て
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、 少 な く と も ２ つ の 信 号 す な わ ち 少 な く と も ２ 相 分 の Ｐ Ｗ Ｍ 信 号 が 同 期 し て い る の で 、 １
つ の 参 照 ク ロ ッ ク 信 号 で 少 な く と も ２ つ の Ｐ Ｗ Ｍ 信 号 の パ ル ス 幅 を 検 出 す る こ と が で き 、
制 御 回 路 の 低 コ ス ト 化 お よ び 構 成 の 簡 単 化 を 図 る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 こ の 発 明 の 一 実 施 の 形 態 に よ る ３ 相 モ ー タ の 駆 動 装 置 の 構 成 を 示 す 回 路 ブ ロ ッ ク
図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ に 示 し た 電 流 検 出 Ｉ Ｃ の 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 １ に 示 し た イ ン バ ー タ の 構 成 を 示 す 回 路 ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 こ の 実 施 の 形 態 の 効 果 を 説 明 す る た め の タ イ ム チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 ５ 】 こ の 実 施 の 形 態 の 効 果 を 説 明 す る た め の 他 の タ イ ム チ ャ ー ト で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ 　 ３ 相 モ ー タ 、 ２ ， ３ 　 シ ャ ン ト 抵 抗 素 子 、 ４ 　 電 流 検 出 Ｉ Ｃ 、 ５ 　 イ ン バ ー タ 、 １ ０
　 発 振 器 、 １ １ ， １ ２ 　 Ａ ／ Ｄ コ ン バ ー タ 、 １ ３ ， １ ４ 　 レ ベ ル シ フ ト 回 路 、 １ ５ ， １ ６
　 デ ジ タ ル デ ー タ 復 調 器 、 １ ７ ， １ ８ 　 Ｄ ／ Ａ コ ン バ ー タ 、 ２ １ ～ ２ ６ 　 パ ワ ー ト ラ ン ジ
ス タ 、 ３ １ ～ ３ ６ 　 ダ イ オ ー ド 、 ３ ７ 　 ド ラ イ バ 、 ３ ８ 　 制 御 回 路 。
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【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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